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Ⅰ．JASA-TOOLの構成
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JASA-TOOLの構成
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参考： マスタデータ
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Ⅱ．JASA-TOOLの操作の流れ
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JASA-TOOLの操作の流れ

◆ JASA-TOOLのタブ

管理対象

監査責任者
が入力

個別リスク 個別リスク
レイヤ

個別詳細
管理策

監査実施
計画

被監査部署が入力

監査手続 監査結果

監査責任者
が入力

監査人が
入力

監査責任者、
監査人が
入力

監査
チェック
リスト

エクスポート インポート

入力

監査人
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III．JASA-TOOL操作説明



日本セキュリティ監査協会 9

1. JASA-TOOLのログイン

作業者： 監査責任者、監査人、被監査部署
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1. JASA-TOOLのログイン-1

(1) セールスフォースのホームページからログイン画面を開きID/パスワードを
入力
http://www.salesforce.com/jp/

① 「ログイン」をクリック

② ID/パスワードを
入力しログイン

③国を選択し携帯番号を入力
（「いいえ」で飛ばしても良い」



日本セキュリティ監査協会 11

1. JASA-TOOLのログイン-2

(2) JASA-TOOLのホーム画面が開く

「管理対象」「監査実施者」 ： 監査人が入力

「個別リスク」「個別リスクレイヤ」「管理項目」「管理策」「個別詳細管理策」 ： 被監査部署が入力

「監査実施計画」「監査手続」「監査名」「レポート」 ： 監査人が入力
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補足： タブのカスタマイズ-1

(1) すべてのタブを表示し「タブのカスタマイズ」を選択

① 「＋」をクリック

② 「タブのカスタマイズ」
をクリック
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補足： タブのカスタマイズ-2

(2) 表示したいタブを選択

③ 左枠 「選択可能なタブ」から
表示したいタブを
右枠「選択されたタブ」に追加
「上へ・下へ」ボタンで表示順に
並べ替え

④ 「保存」ボタンをクリック

⑤ タブが追加される
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2. 管理対象の入力

作業者： 監査責任者
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2. 管理対象の入力-1

(1) 管理対象の名称を入力

① 「管理対象」タブをクリック

② 「新規」をクリック

③ 「管理対象名」と
「説明」に入力

④ 「保存」をクリック

個別DB構築開始（時間かかる）
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2. 管理対象の入力-2

⑤ 「管理対象名」をクリック
すると個別の作業環境
がセットされたことが
確認できる
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3. 個別リスクの入力

4. 個別リスクレイヤの編集

5. 個別詳細管理策の入力

作業者： 被監査部署
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3. 個別リスクの入力-1

(1) 個別リスクを入力

① 「個別リスク」タブをクリック

② 「000-すべての個別リスク」 選択し「Go!」をクリック

③入力対象の「管理対象」の「個別リスク」をクリックし
個別リスク画面を開く
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3. 個別リスクの入力-2

(2) 個別リスクの編集
④ 「編集」 をクリックし編集画面
を開く

⑤各項目に入力

⑥ 「保存」 をクリック
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3. 個別リスクの入力-3

(3) 入力の繰り返し
- ③～⑥を繰り返し各リスクについて入力する。

 言明書に紐付いたリスク： H01～H06、M07～M11、L12・14・18・19（計15個）

 それ以外： 「その他」
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4. 個別リスクレイヤの編集-1

(1) 個別リスクレイヤの確認
- 3(1)の①～③の手順で個別リスク（H01等）を選択し開く

① 「個別リスク」 タブの「個別リスクレイヤ」欄で対象をクリックし
「個別リスクレイヤ」画面を開く

② 「個別リスクレイヤ」 タブで表示される「個別リスクレイヤの詳細」欄の
「目指すべき水準」「対策のポイント」は自動入力されるが
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4. 個別リスクレイヤの編集-2

(2) 個別リスクレイヤの編集

③ 必要ならば編集画面で「目指すべき水準」と
「対策のポイント」を編集し「保存」をクリックして
変更を反映させる

(３) 個別リスクレイヤの編集の繰り返し
- 必要な範囲で、4(1)(2)の①～③を繰り返し、各リスクの各レイヤを対象に、確認と編集を行

う。
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5. 個別詳細管理策の入力-1

(1) 個別詳細管理策の選択 ① 「個別リスクレイヤ」タブをクリック

② 「000-すべての個別リスク」 選択し「Go!」をクリック

③対象の「個別リスクレイヤ」を
クリックし個別リスクレイヤ画面
を開く

【ヒント】
「管理対象」が複数ある場合は、
管理対象でソートしておく
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5. 個別詳細管理策の入力-2

④対象の「詳細管理策」を
クリックし「個別詳細管理策」画面
を開く

⑤ 「個別詳細管理策」タブが開いたら
「編集」をクリックして個別詳細管理策
を開く
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5. 個別詳細管理策の入力-3

(2) 個別詳細管理策の入力

⑤ 個別詳細管理策の各項目を入力
した後「保存」をクリック

【ヒント】
「個別管理策詳細(全文)」には初期値で「クラウド
セキュリティ管理基準（管理策編）」の「クラウド詳
細管理策」の内容がコピーされているので、自社
の詳細管理策に合わせて文章を改訂する。
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5. 個別詳細管理策の入力-4

(3) 個別詳細管理策の入力の繰り返し
- 5(1)(2)の①～⑤を繰り返し、各個別詳細管理策の項目を入力する。
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5. 個別詳細管理策の入力-4

【補足】 ビューを使った編集方法
- ビューの設定方法は IV．補足説明 で解説。

①予め設定しておいた「ビュー」を選択

②編集したい
個別詳細管理策
をチェック

③入力または編集したい項目を
ダブルクリック

④編集画面が開くので、項目を
入力し、「すべてのレコード」に
チェックを入れ、「保存」をクリック

⑤チェックを入れた
箇所が同時に編集される
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5. 個別詳細管理策の入力-5

 【補足】 予め用意されたビューのひな形
- 被監査部署手順 ①

 管理策、個別詳細管理策、個別リスクレイヤ、否の理由

- 被監査部署手順 ②

 個別詳細管理策、（人的管理）管理手順、（システム機能）要件定義外部設計

- 被監査部署手順 ③

 個別詳細管理策、管理策区分1、管理策区分2、頻度・タイミング、規格部署（企画責任）

、実施部署（実施責任者）

- 被監査部署手順 ④

 個別詳細管理策、利用システム、利用する装置、設備等、物理的設置場所

、責任分界点/連結システム

- 被監査部署手順 ⑤

 個別詳細管理策、根拠となる文章、根拠となる記録、根拠となる設定

- 被監査部署手順 ⑥

 個別詳細管理策、管理策基準との差異、差異の正当性説明、他制度の利用

、他制度の利用の参照先、他制度の利用の理由
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6. 監査実施計画の入力

7. 監査手続の入力

8. 監査チェックリストの作成

9. 監査判定の入力

作業者： 監査責任者、監査人
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6. 監査実施計画の入力-1

(1) 監査実施計画の入力 ① 「監査実施計画」タブをクリック

② 「新規」をクリック

③ 「監査名」「監査対象」を入力

④各事項を入力

⑤ 「保存」をクリック
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7. 監査手続の入力-1

(1) 監査手続の選択

① 「個別詳細管理策」タブをクリック

② 「個別詳細管理策」をクリック

～

③ 「個別詳細管理策」の下方に
表示される「監査手続」をクリック
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7. 監査手続の入力-2

(2) 監査手続の入力

④ 「監査手続」タブが開いたら「編集」をクリック

⑤編集画面が開くので各項目に入力
して「保存」をクリック

【ヒント】
「個別詳細管理策より一括上書きコピー」に
チェックを付けて保存すると
「個別詳細管理策」の入力内容が監査手続に
コピーされる

「監査標準手続より一括上書きコピー」に
チェックを付けて保存すると
「監査標準手続」の内容が監査手続に
コピーされる
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7. 監査手続の入力-3

(3) 監査手続の編集

⑥保存した後に「編集」をクリック

【ヒント】
「個別詳細管理策」で入力した項目が
コピーされている

【ヒント】
「実装／運用監査手続」には「監査標準手続」の
内容がコピーされている
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7. 監査手続の入力-3

⑦ 「実装／運用監査手続」の「 」内に、監査対象をコピー&ペーストする

⑧ 「実装／運用監査手続」の文章を読みやすいように改訂する。

⑨必要箇所を編集したら「保存」をクリック
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7. 監査手続の入力-4

(4) 監査手続の入力の繰り返し
- 7(1)(2)(3)の①～⑨を繰り返し、各監査手続の項目を入力する
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7. 監査手続の入力-5

【補足】 ビューを使った編集方法
- ビューの設定方法は IV．補足説明 で解説。

①予め設定しておいた「ビュー」を選択

②編集したい
監査手続を
チェック

③入力または編集したい項目を
ダブルクリック

④編集画面が開くので、項目を
入力し、「すべてのレコード」に
チェックを入れ、「保存」をクリック

⑤チェックを入れた
箇所が同時に編集される
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8. 監査チェックリスト-1

(1) レポート機能による監査チェックリストの出力

① 「レポート」タブの
「A. クラウド情報セキュリティ管理基準」
「監査チェックリスト」
をクリック ② 「監査結果エクスポートレポート」の

内容が一覧で表示される

③ 「詳細のエクスポート」をクリック

【ヒント】
各監査手続にユニークな
「監査結果番号」が割り付けられる
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8. 監査チェックリスト-2

④ 「日本語（Windows）」と「Excel形式（xls）」を選択して
「エクスポート」をクリック

⑤ Excelファイルが生成される

⑥ Excel等で開いて編集ができる



日本セキュリティ監査協会 39

9. 監査の判定-1

 監査リーダーが、集約した監査結果を判定し総合的な評価を
行います。

詳細管理策
一次判定

詳細管理策
二次判定

管理策
一次判定

詳細管理策
三次判定

管理策
二次判定

監査人判定 リーダー判定 リーダー判定 リーダー判定 リーダー判定

判定 理由 判定 理由

9.4.1.2 担当者A： ○ 9.4.1.2： ○ 例1
9.4.1： ○

例2
9.4.1： ×

例1
9.4.1.3は軽微で他
の管理策で補完で
きるため

例2
9.4.1.3はクリティカ
ルであるため

9.4.1.1：○
9.4.1.3：○
9.4.1.2：○
9.4.1.3：×
9.4.1.3：○

9.4.1： ○ 他のリスクの
中で9.4.1.3が
適切にコント
ロールされて
いることを確
認

9.4.1.2 担当者B： △

9.4.1.2 担当者C： ○

9.4.1.3 東京iDC ：○ 9.4.1.3： ×

9.4.1.3 大阪iDC： ×

H02

H03

H04

3桁で×または△の場合
再度4桁に戻り、リスクの観点等
から再評価する

判定が変われば
2次判定で書き換え
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補足： 桁数について

 次ページ以降の説明の中で、各項目の記入の粒度を便宜上
「桁数」で呼ぶことがあります。

12.6 技術的ぜい弱性管理 目的 技術的ぜい弱性の悪用を防止するため

12.6.1 利用中の情報システムの技術的ぜい弱性
に関する情報は、時機を失せずに獲得す
る。また、そのようなぜい弱性に組織がさら
されている状況を評価する。さらに、それら
と関連するリスクに対処するために、適切
な手段をとる。

12.6.1.8 潜在的な技術的ぜい弱性が特定されたときは、組織は、
それと関連するリスク及びとるべき処置（例えば、ぜい弱
性のあるシステムへのパッチ適用、他の管理策の適用）
を特定する。

12.6.1.9 技術的ぜい弱性の扱いの緊急性に応じて、変更管理に
関連する管理策又は情報セキュリティインシデント対応
手順に従って、とるべき処置を実行する。

12.6.1.10 正当な供給元からパッチを入手できる場合は、そのパッ
チを適用することに関連したリスクを評価する。（ぜい弱
性が引き起こすリスクと、パッチの適用によるリスクとを
比較する）

2桁 3桁（管理策） 4桁（詳細管理策）
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9. 監査の判定-2

(1) 個別詳細管理策監査結果の入力
- 個別詳細管理策1次判定（監査人による4桁ベースの判定）

- Excelで入力した監査チェックリストを「JASAインポートツール」で入力

① 「個別詳細管理策監査結果」タブを開き、
「000-すべての詳細管理策監査結果」を
選択

②編集をクリック

JASAインポートツール
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9. 監査の判定-3

④ 「保存」をクリック

③ 「デザインの有効性」「現場への適用」
の判定を記入
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9. 監査の判定-4

(2) 詳細管理策監査結果の入力
- 詳細管理策2次判定（監査リーダーによる4桁ベースの総合判定）

① 「詳細管理策監査結果」タブを開き、
「000-すべての詳細管理策監査結果」を
選択

②編集をクリック
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9. 監査の判定-5

④ 「保存」をクリック

③ リスクレイヤ別等に監査人が判定した4桁の
総合判定を「デザインの有効性」「現場への
適用」及びその総合評価を「整備状況判定」
に記入
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9. 監査の判定-6

(3) 詳細管理策監査結果の入力
- 管理策1次判定（監査リーダーによる3桁ベースの判定）

① 「管理策監査結果」タブを開き、
「000-すべての詳細管理策監査結果」を
選択

②編集をクリック
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9. 監査の判定-7

④ 「保存」をクリック

③ 4桁の判定を総括的に評価した時の
3桁レベルの判定を記入する
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9. 監査の判定-8

 不備がない場合は「詳細管理策1次判定（個別4桁）」「詳細管
理策2次判定（総合4桁）」「管理策1次判定（3桁）」で完了。

 「管理策1次判定（3桁）」で×又は△判定がある場合は4桁に
遡って再評価する。
→ 「詳細管理策3次判定（4桁）」 → 「管理策2次判定（3桁）」
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9. 監査の判定-9

 4桁再評価
（例） リスク別に4桁管理策を並べ、×又は△の評価となっている4桁管

理策が他の4桁管理策で補完されているか否かを判定する。

① 「集計情報」に条件（例では“リスク記号”）
を選択

レポートによる分析・評価

② 「レポート実行」で集計結果表示

【ヒント】
「ビュー」は同一タブ内の編集に限定されるが
「レポート」は異なるタブをまたがる集計分析が
可能
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9. 監査の判定-10

(4) 詳細管理策監査結果の再評価
- 詳細管理策3次判定（監査リーダーによる4桁ベースの再判定）

① 「詳細管理策監査結果」タブを開き、
「000-すべての詳細管理策監査結果」を
選択

②編集をクリック



日本セキュリティ監査協会 50

9. 監査の判定-11

④ 「保存」をクリック ③ 1回目の評価（詳細管理策2次判定）の判定を
再評価（詳細管理策3次判定）
→ 例では×を○に変更
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9. 監査の判定-12

(5) 管理策監査結果の再評価
- 管理策2次判定（監査リーダーによる3桁ベースの再判定）

① 「管理策監査結果」タブを開き、
「000-すべての詳細管理策監査結果」を
選択

②編集をクリック
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9. 監査の判定-13

④ 「保存」をクリック ③ 1回目の評価（管理策1次判定）の判定を
再評価（管理策2次判定）
→ 例では×を○に変更
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IV．補足説明
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「ビュー」の作成-1

 「個別リスク」「個別詳細管理策」「監査手続」等はビューを使
用することで入力を省力化できる。

リスト・ビュー機能設定ガイド

http://success.salesforce.co.jp/rollout_guide/files/List_View_Setup_G
uide.pdf

Salesforce.com 設定・操作ガイド ビュー／レポート編

http://success.salesforce.co.jp/assets/Guide_View_Reports_as_of_Su
mmer_10.pdf
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「ビュー」の作成-2

① 「新規ビューの作成」をクリック
（例では「個別詳細管理策」に適用）
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「ビュー」の作成-3

② 「新規ビューの作成」をクリック
（例では「監査手続」に適用）

③ 「ビュー名」を入力

⑤ 「追加項目別に絞り込み(省略可能)」に
項目等を入力することで条件に合致した
対象だけ表示できる

⑥ 「選択可能な項目」から
項目を選択し「追加」ボタンで
「選択済みの項目」へ追加
して「保存」をクリック

④ 「私の個別詳細管理策」を選択
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「ビュー」の編集-1

⑦ビュー名称を選択

⑧まとめて編集したい行
をチェック

⑨編集したい項目を選択編集

⑩項目に入力

⑪すべてのレコードに
反映すためにチェックを
入れ「保存」をクリック

⑫選択したレコードに
同時入力
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「ビュー」の編集-2

 対象項目の選択方法 1： 項目を指定してソート

① ソートしたい項目を選択し
クリック
（クリックを繰り返すと
昇順／降順が変わる）
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「ビュー」の編集-3

 対象項目の選択方法 2： ビューをコピーして条件に合致した項目を抽出

① コピー元のビューを選択後
「コピー」をクリック

②絞り込み条件を入力

③ビュー名を入力

④ 「別名で保存」を
クリック


